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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
庚
子
歳
、
令
和
に
な
っ
て
初
め
て

の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
五
月
一
日
、「
御
代
替
り
」
で
元
号
が
「
平

成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
な
り
新
し
い
時
代
が

始
ま
り
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
は
、
即
位
後
朝
見

の
儀
に
お
い
て
、「
国
民
の
幸
せ
と
国
の
一
層
の

発
展
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
を
切
に
希
望
し
ま

す
」
と
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

国
民
と
し
て
、
正
に
新
し
い
時
代
が
国
の
発
展

と
世
界
が
平
和
で
あ
る
こ
と
を
、
共
に
祈
る
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
同

様
、
災
害
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
台
風
十
五
号
、

十
九
号
に
よ
り
東
日
本
を
中
心
と
し
て
広
範
囲

に
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
地

域
の
皆
様
に
は
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
早
期
の
復
旧
、
復
興
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
幸
い
に
も
台
風

被
害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
稲
作
で
は
、

八
月
の
猛
暑
に
よ
り
、
登
熟
期
に
お
け
る
高
温

障
害
に
よ
る
品
質
低
下
が
著
し
く
、
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
一
等
米
比
率
は
、
管
内
平
均
で
二
十
五
％

程
度
と
な
り
、
災
害
に
も
匹
敵
す
る
程
の
被
害

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
収
量
、
昨
年

は
品
質
と
二
年
連
続
で
の
不
作
と
な
り
、
農
家

経
営
に
も
大
打
撃
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ

は
、
災
害
の
無
い
年
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
格
運
用
が
始
ま
る
第
５
世
代（
５
Ｇ
）

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
・
実
証
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
農
業
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
業
に

お
け
る
省
力
・
軽
労
化
を
更
に
進
め
ら
れ
る
事

が
出
来
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者
の
確
保
や

栽
培
技
術
力
の
継
承
等
が
期
待
さ
れ
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
農
地
の
基
盤
整
備
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

　

当
地
域
で
は
未
整
備
区
域
や
再
整
備
区
域
の

ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
要
望
が
、
管
内
七
地
区

で
約
一
二
八
〇
ha
あ
り
、
今
後
十
年
以
上
の
年

月
を
費
や
し
整
備
し
て
い
く
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
新
潟
県
財
政
の
悪

化
に
よ
り
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
進
展
に
暗

雲
が
垂
れ
込
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
で
は
、
昨
年
十
月
「
新
潟
県
行
財
政

改
革
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
県
財
政
の
健
全

化
へ
向
け
た
五
年
計
画
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、「
原
則
十
％

の
縮
減
」
と
示
さ
れ
、痛
み
の
伴
う
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
地
域
で
一
番
の
要
望
で
あ
る
、
ほ
場
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
中
の
地
区
で
は

年
度
事
業
費
の
削
減
に
よ
る
工
期
の
延
伸
が
予

見
さ
れ
、
完
了
年
度
が
予
定
よ
り
ず
れ
込
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

新
規
着
工
地
区
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
、

県
よ
り
「
ほ
場
整
備
の
新
規
採
択
方
針
に
つ
い

て
」
が
示
さ
れ
、
令
和
二
年
度
着
工
地
区
及
び

令
和
三
年
度
着
工
地
区
に
つ
い
て
は
分
割
採
択

に
よ
り
採
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
規
調
査
地
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
度

新
規
調
査
地
区
は
調
査
期
間
を
原
則
三
年
と
し
、

令
和
三
年
度
の
新
規
調
査
要
望
地
区
は
採
択
せ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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あけましておめでとうございます

ず
、
令
和
四
年
度
以
降
の
新
規
調
査
要
望
地
区

に
つ
い
て
は
、地
区
数
を
絞
り
込
む
方
針
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ほ
場
整
備
地
区
に
お
け
る
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
集
積
や
集
約
化
に
つ
い
て
の
一
定
要
件
を

達
成
し
た
地
区
に
対
し
、
事
業
費
の
一
定
割
合

を
助
成
し
、
農
家
負
担
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
、「
農
業
経
営
高
度
化
促
進
事
業
（
促
進
費
）」

に
つ
い
て
も
交
付
方
法
の
見
直
し
が
示
さ
れ
、

交
付
期
間
の
見
直
し
や
交
付
時
期
の
調
整
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
で
は
国
費
補
助
率
の
高
い
「
農
地

中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
」
の
誘
導
・

導
入
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
全

耕
地
に
農
地
中
間
管
理
権
を
設
定
す
る
な
ど
制

約
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
元
負
担
金
は
無
く
、

従
来
の
事
業
よ
り
も
短
期
間
で
実
施
で
き
る
な

ど
優
れ
て
い
る
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
場
整
備

事
業
計
画
中
の
地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
の
事
業

の
検
討
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
県
の
財
政
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
だ
け

で
は
何
も
解
決
い
た
し
ま
せ
ん
。
土
地
改
良
区

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
早
期
の
完
了
・

着
工
へ
向
け
、
関
係
機
関
、
関
係
各
所
に
要
請
・

要
望
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
々
木
土
地
改
良
区
と
の
合
併
か
ら
一
年
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
土
地
改
良
区

と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
日
々
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
令
和
の
時

代
が
よ
り
良
き
年
と
な
り
、
二
〇
二
〇
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選

手
団
の
活
躍
を
祈
念
し
、
併
せ
て
組
合
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
本
年
の
豊
作
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平成30年度
　第７回理事会　平成31年1月23日（水）出席８／９

（１）新年度予算編成に係る基本方針について
（２）平成30年度会計補正予算の承認について
（３）維持管理委員会日程について
（４）その他

第８回理事会　平成31年3月12日（火）出席９／９
（１）第70回通常総代会開催日時と議長の選任について
（２）第70回通常総代会上程議案の審議について
（３）加治川沿岸土地改良区連合議員の選任について
（４）合併に伴う役員増員選挙について
（５）臨時職員採用試験結果について
（６）その他

令和元（平成31）年度
　第１回理事会　平成31年4月4日（木）出席11／11

（１）増員理事の順位及び担当維持管理委員会について
（２）平成31年度決済金算定基礎について
（３）職員就業規則他諸規程の一部変更について
（４）その他

平成30年度
第70回通常総代会　平成31年3月24日（日）
総代定数 63人　出席54/63　出席率 85.71%
　平成30年度補正予算、定款の変更、
　平成31年度新規事業の実施計画、
　平成31年度収支予算など計18議案

令和元（平成31）年度
臨時総代会　令和元年8月4日（日）
総代定数 63人　出席56/63　出席率 88.88%
　平成30年度事業報告、収支決算、財務諸表及び
　財産目録の承認、規約・規程の変更、
　令和元年度収支補正予算など計19議案

　第２回理事会　令和元年5月30日（木）出席11／11
（１）管内事業箇所視察について
（２）本年度事業実施予定について
（３）維持管理委員会日程について
（４）その他

　第３回理事会　令和元年7月25日（木）出席11／11
（１）臨時総代会開催日時と議長の選任について
（２）臨時総代会上程議案の審議について
（３）滞納処分認可申請について
（４）その他

　第４回理事会　令和元年10月4日（金）出席10／11
（１）土地改良施設維持管理適正化事業他入札結果について
（２）令和元年度団体営調査設計事業乙見江頭首工地区の
　　　採択申請について
（３）職員人事について
（４）令和元年度一般会計補正予算について
（５）ほ場整備事業新規採択希望について
（６）総代研修会について
（７）その他

　第５回理事会　令和元年12月26日（木）出席11／11
（１）令和元年度会計補正予算の承認について
（２）総代研修会について
（３）令和元年度中間監査結果の報告について
（４）その他

平成30年度決算監査
令和元年6月26日（水）出席3/3
　　　　6月27日（木）出席3/3
平成30年度　運営状況
　　　　　　事業実施状況
　　　　　　現金預金の実査
　　　　　　各会計経理の照合
　　　　　　予算の執行状況
　　　　　　賦課金納入の状況

令和元（平成31）年度中間監査
令和元年12月10日（火）出席3/3
令和元年度　運営状況
　　　　　　事業実施状況
　　　　　　現金預金の実査
　　　　　　各会計経理の照合
　　　　　　予算の執行状況
　　　　　　賦課金納入の状況

監 査 会

監事会・監査会
総務委員会　１回開催

広報委員会　４回開催

用排水施設維持管理委員会
　（各16委員会）　31回開催
　各維持管理の予算・決算について

松浦地区圃場整備関連　12回開催
　推進協議会、工事委員会、
　工事説明会など

荒川地区圃場整備関連　７回開催
　工事委員会、工事説明会、
　換地評価委員会、
　換地原案発表など

西江地区圃場整備関連　３回開催

中浦第２工区地区圃場整備関連　１回開催

上中山地区圃場整備関連　１回開催

佐々木地区圃場整備関連　３回開催

役員研修会　２回開催

多面的機能支払交付金関連　７回開催

その他

理事会

総代会

土地改良区のうごき

平成30年度
　第5回監事会　平成31年1月23日（水）出席2/3

（１）合併予備契約書第3条第1項に定める書類の承認
　　　について
（２）その他

令和元（平成31）年度
　第1回監事会　平成31年4月4日（木）出席3/3

（１）平成31年度監査計画について
（２）その他

　第2回監事会　令和元年7月25日（木）出席3/3
（１）平成30年度決算監査結果の取り纏めについて
（２）その他

　第3回監事会　令和元年10月4日（金）出席3/3
（１）令和元年度一般会計補正予算について
（２）その他

　第4回監事会　令和元年12月26日（木）出席3/3
（１）令和元年度会計補正予算の承認について
（２）令和元年度中間監査結果の取り纏めについて
（３）その他

監 事 会

〜 平成 31 年 1 月から令和元年 12 月まで 〜
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令和２年度以降の ほ場整備の進め方について
　令和２年度以降の新規採択要望が大きく増加したこと、 新潟県行財政改革行動計画に基づく予算シーリング及び
促進費の交付地区数の増加により、令和２年度以降のほ場 整備の取扱いが大きく変更となりました。

ほ場整備の新規採択方針について

【豊浦郷土地改良区　新規ほ場整備計画地区　今後の予定】

【今後の方針】　
令和２年度以降の新規着工地区【西江・中浦第２工区・上中山・佐々木・中浦第１工区・豊浦工区】

・概ね40ha以上の地区は分割採択。
・分割は地区の給水ブロックや埋蔵文化財調査のスケジュール等を勘案しながら地元と調整し、
　すぐに着工が可能な区域を１期地区として決定する。
・２期地区の採択は、今後の予算状況や埋蔵文化財調査の進捗状況などにより判断する。

令和6年度以降の採択の基本的な考え方（令和４年度以降の新規調査要望地区）【佐々木北部地区】
　当面の間、絞り込む必要があるため、土地改良区単位で継続地区の完了後に新規採択することを基本とし、
事業の進捗度合いを見ながら、
・国費率の高い農地中間管理機構関連農地整備事業地区
・国営事業と関連があり、一体で高い効果が発揮される国営関連事業地区
・県の水田整備率の向上に寄与する地区

上記３点を優先的に考慮していく。
　なお、既に30ａ以上に整備されている地区は、耕作条件改善事業へ誘導していく。

新規採択について Q ＆ A　
Ｑ機構関連事業を優先的に採択するのか。
Ａ県予算が厳しい中、県負担割合が少ない機構関連事業を優先的に採択していきたい。
Ｑ分割採択の場合でも、法手続き、換地区、集積要件確認は地区全体で扱うのか。
Ａいずれも地区全体で１地区として扱う。
Ｑ分割採択の場合、事業工期は守られるのか。
Ａ事業工期は予算、埋蔵文化財等の状況により伸びる場合がある。分割採択でなくても同じ。
Ｑ30a以上に整備されている地区の再整備は県営ほ場整備事業で採択されないのか。
Ａ採択しないということではないが、再整備地区は未整備地区より優先順位を下げざるを得ない。

地区名 現況区画 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8以降

西江地区 10a

中浦第２工区地区
上中山地区
佐々木地区

20a
10a
40a

中浦第１工区地区
豊浦工区地区

20a
10a

佐々木北部地区 40a

県営農業農村事業調査計画

県営農業農村事業調査計画

県営農業農村事業調査計画

県営農業農村事業調査計画

※令和 4年度以降の新規調査要望地区の採択は、当面、絞り込む方針

令和 2年度新規着工採択（分割採択）

令和 3年度新規着工採択（分割採択）

令和 5年度新規着工採択（分割採択）

出典：農業農整備事業関係土地改良区担当者会議　令和元年 12 月 10 日　新潟県農地部
　　　今後のほ場整備の進め方について　令和元年 12 月　新潟県農地部

これからの実施地区は
すべて分割による採択
になります。

佐々木北部地区の
採択は先伸ばしと
なりそうです。
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令和２年度以降の ほ場整備の進め方について
　令和２年度以降の新規採択要望が大きく増加したこと、 新潟県行財政改革行動計画に基づく予算シーリング及び
促進費の交付地区数の増加により、令和２年度以降のほ場 整備の取扱いが大きく変更となりました。

農業経営高度化促進事業（促進費）の交付方法の見直しについて

【現行制度】

【新たな交付方法】

《農家負担10%の地区の場合》
ほ場整備事業の負担割合

国
50％

県
30％

市
10％

地元
10％

◯促進費の負担割合
　国50％　県50％
◯支払い期間
　事業完了年度から最大8年間要求可能

集積率 助成割合
（集積）

集約化
加算 計

95％以上 6.0％ +4.0％ 10.0％
90～95％

5.5％
9.5％

85～90％ +3.5％ 9.0％
80～85％ +3.0％ 8.5％
75～80％ 5.0％ 8.0％
※促進費は農家負担に対し、集積率等
　の条件に応じて交付（５～10％）

促進費
国
50％

補助残
（県）
50％

《国補助》 《補助残》

国 50％ 県 50％

《国補助》 《補助残》

国 50％
地元

県（補助残の1/2 を上限）

令和元年度　調査着手地区まで
（西江・中浦第２工区・上中山・佐々木）

現行どおり県が補助残を負担

令和２年度以降の調査着手地区から
（中浦第１工区・豊浦工区・佐々木北部）

補助残の１/２以内を県が負担

促進費について Q ＆ A
Ｑ促進費の見直しは地元の熱意を削ぐもの。現行補助率を継続してほしい。
Ａ県予算の状況が厳しいため現行補助率は継続できない。機構関連事業への乗換えを検討してほしい。
Ｑ促進費の交付要件である集積率・集約化率や園芸２割などについて要件緩和はないのか。
Ａ促進費の交付要件を変える予定はない。園芸２割は促進費とは別の件であり変更はない。
Ｑ償還期間について、最長25年で、10年据置・15年償還の期間をのばすよう県として動いてほしい。
Ａ償還期間の変更は難しい。
Ｑなぜ促進費に地元負担分があるのか。
Ａ促進費の補助残は全て県が負担してきたが、補助残の1/2以内を県が負担すると見直したため、地元
負担分が生じる。

交付

※特定地域の場合、補助残 45％の 1/2 である 22.5％が上限
どんなに集積を
頑張っても事業費の
負担が生じてきます。
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松
浦
地
区
は
、
松
岡
道
下
耕

地
の
区
画
整
理
工
事
が
ほ
ぼ
完

了
し
、
受
益
面
積
３
３
７
．
６

ha
に
対
し
て
区
画
整
理
済
面
積

が
２
０
２
．
２
ha
と
な
り
、
進

捗
率
は
約
６
割
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
工
事
状
況
は
、
城
下

耕
地
に
お
い
て
暗
渠
排
水
工
事

が
１
件
発
注
さ
れ
、
春
ま
で
に

工
事
が
完
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
松
岡
前
郷
耕
地
で
は
、

区
画
整
理
工
事
が
２
件
発
注
さ

れ
、
令
和
２
年
の
作
付
を
休
作

し
て
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

当
工
事
区
域
内
で
は
、
松
岡

た
め
池
注
水
導
水
路
工
事
も
実

施
中
で
あ
り
、
春
か
ら
は
松
岡

た
め
池
の
発
生
土
搬
入
も
予
定

さ
れ
、
引
き
続
き
国
営
事
業
と

連
携
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

関
連
事
業
と
致
し
ま
し
て
は
、

五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
が
八
幡
地

内
で
工
事
発
注
と
な
り
工
事
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
体
の
約
６
割
が
大
区
画
化
と
な
る

東
部
地
区　
湛
水
防
除
事
業（
天
辻
川
排
水
路
）関
連
地
域
の
工
事
発
注
に
向
け
て
調
整
中
。

浦
地
区　
国
営
乙
見
江
支
線
用
水
路
改
修
工
事
の
設
計
に
つ
い
て
協
議
中
。

松
岡
地
区　
松
岡
た
め
池
と
連
携
し
、
区
画
整
理
工
事
が
進
む

県営経営体育成基盤整備事業　松浦地区
ほ 場 整 備  の う ご き

番号 対象 内　容 協議事項 調整先 状況
埋蔵文化財 調査 文化財保護法（浦地区） 新発田市教育委員会 調整中

① 下新保導水路 新設 安全施設や施設の管理について 新潟県新発田地域振興局
農村整備部防災課 協議中

② 天辻川排水路 新設 用地買収や工事の発注について 〃 今後用地買収
令和２年度秋工事発注予定

③ 五十公野バイパス 新設 工事実施中 新潟県新発田地域振興局
地域整備部道路課 八幡地域にて工事実施中

④ 八幡バイパス 新設 設計について 〃 詳細設計実施中

⑤ 松岡ため池 新設 工事実施中 北陸農政局
加治川二期農業水利事業所 令和２年度 完成予定

⑥ -1 乙見江支線用水路
（２号サイホン改修） 改修 設計について 〃 詳細設計実施中

令和２年度秋工事発注予定

⑥ -2 乙見江支線用水路
（３号サイホン改修） 改修 設計について 〃 詳細設計実施中

⑦ 一級河川 芋卸江川 付替え 河川法第２０条申請 新潟県新発田地域振興局
地域整備部

河川協議中
令和２年度秋工事発注予定

②天辻川排水路

⑤松岡ため池

③五十公野
　バイパス

①下新保導水路

④八幡バイパス

⑦芋卸江川

⑥ -1 乙見江支線用水路

荒川地区

真
木
山

小坂地区
一
級
河
川　
松
岡
川

国
道

29
0号 五十公野地区

米倉地区

一級河川芋卸江川

工事完了

工事完了

工事完了

第 25次工事
A=7.5ha
㈱新和組

暗渠排水第 2次工事
A=12.0ha
㈱林組

第 24次工事
A=7.0ha
㈱伊藤組

⑥ -2 乙見江支線用水路

令和２年から作付開始
Ａ＝４５．６ｈａ
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ほ 場 整 備  の う ご き
～区画整理工事の内容～

松岡道下耕地　竣工

長辺 約 220m

農道

松岡集落

松岡集落

国道２９０号

国道２９０号

市道

市道

幹
線

排
水

路
農

道

整地作業

松岡道下耕地　着手前

暗渠排水管布設

農道の敷砂利作業

道路横断工の据付

排水フリュームの据付

管水路の布設

畦畔の整形
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荒川地区　工事最盛期へ
荒川川右岸側耕地　区画整理工事に着手

ほ場整備のうごき

荒川川右岸側耕地 工事説明会
令和元年 8 月 30 日

工事完了

工事完了

令和 2 年 3 月
工事発注予定

令和 2 年 3 月
工事発注予定

令和 2 年春から作付
A=26.4ha

排水フリュームの設置

第 6 次工事
A=9.33ha
㈱岩村組

第 4 次工事
A=9.64ha
㈱石井組

第 7 次工事
A=4.85ha
㈱石井組

排水路第 2 次工事
排水路　L=435.4 ｍ

㈱熊倉組

荒川集落瑞波集落

一級河川　荒川川

国道29
0号

今年区画整理工事が実施される
荒川川右岸側耕地　　全　景

　

荒
川
地
区
は
、
荒
川
川
左
岸
側
耕
地
の

区
画
整
理
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
年
の

春
よ
り
新
た
な
大
区
画
ほ
場
約
26
ha
に
て

作
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
荒
川
川
右
岸
側
耕
地
の
約

55
ha
に
て
区
画
整
理
工
事
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
、
一
部
の
区
域
で
は
す
で
に
工

事
が
発
注
さ
れ
、
排
水
路
工
事
や
水
道
管

移
設
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
荒
川
地
区
の
農
地
集
積
・
集

約
化
に
向
け
、
将
来
の
営
農
に
関
す
る
検

討
も
重
ね
て
参
り
ま
す
。

第 5 次工事
A=4.68ha

㈱長谷川建設
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平
成
30
年
度
か
ら
2
か
年
に
渡
り
、
調

査
計
画
事
業
を
実
施
し
て
き
た
「
豊
浦
郷

地
区
」、「
西
江
地
区
」
で
は
、
漸
く
事
業

概
要
が
確
定
し
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の

採
択
に
向
け
て
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
施

行
申
請
手
続
き
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
々
、
事
業
施
行
申
請
人
の
連
名
に
よ

り
、
本
年
１
月
か
ら
概
要
公
告
縦
覧
が
開

始
さ
れ
、
市
長
協
議
、
概
要
公
告
な
ど
を

経
て
、
3
月
以
降
に
本
同
意
徴
集
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

本
同
意
徴
集
が
終
了
し
た
後
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
、
事
業
採
択
は
本
年
6
月

以
降
と
な
る
予
定
で
す
。

豊浦郷地区 農業用用排水施設整備（かんがい排水「一般型」）事業
西江地区 区画整理（経営体育成基盤整備「一般型」）事業

土地改良法に基づく施行申請手続きが
開始され令和２年度より事業着工となります。

法手続きスケジュール

関係者の皆様、本同意の徴集にご理解とご協力をお願いします。

県営土地改良事業の採択に向けて

1
月

　
計
画
概
要
公
告
縦
覧

２
月

　
計
画
概
要
公
告
・
市
協
議

３
月

　
計
画
概
要
公
告
・
同
意
徴
集

３
月
末

　
事
業
施
行
協
議
申
請

６
月
以
降

　
計
画
確
定
・
着
工

事業概要
事業名　県営かんがい排水事業（一般型）
地区名　豊浦郷地区
工　期　令和２年度～令和５年度
事業費　700,000 千円
事業費負担割合　国 50%　県 25(27.5)%　市 10%
　　　　　　　　地元 15(12.5)%　※（特定地域）
受益面積　1734.2ha

工事概要
水管理センター（親局）2箇所
揚水機場（子局）10箇所
分水工（子局）17箇所

現在の中央監視設備

※機器の老朽化により、遠方での流量観測やポンプの
　操作が困難となった施設を改修する事業です。

事業概要
事業名　県営経営体育成基盤整備事業（一般型）
地区名　西江地区
工　期　令和２年度～令和 10年度
事業費　4,351,000 千円
事業費負担割合　国 50%　県 30%　市 10%　地元 10%
受益面積　181.8ha

工事概要
整地工 181.8ha（標準区画 225ｍ×50ｍ、113ａ）
道路工 20.6km（全幅員 5.0m（有効幅員4.0m）敷砂利舗装）
用水路工 21.4km（自然圧パイプライン）
排水路工 21.3km（排水フリューム+管排水路）
暗渠排水工　181.8ha

西江地区全景
北蓑口から西宮内方面を望む

※ほ場の区画を大きくし、用排水路を整備して
　将来の営農を確立する事業です。

豊浦郷地区西江地区
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ボックス断面施工中

国営附帯県営かんがい排水事業と　　併せ行う農地防災排水事業
阿 賀 野 川 右 岸 　１期・第２地 区

旧小里川排水路

関屋大川排水機場

旧小里川

駒林川

阿賀野川

国道 460 号

ＪＲ水原駅

羽越本線

ＪＲ豊栄駅

白新線

新
井
郷
川

日
本
海
東
北
自
動
車
道

福島潟放水路

新発田市街国道 290 号

国
道
７
号

内沼排水路

福島潟承水路

大沼排水機場

長浦岡方排水機場

新井郷川排水機場

塚田川

万十郎川排水機場

奥
右
衛
門
川
排
水
路

吹
切
川
排
水
路

排水路工事　L=50 ｍ
国道横断工実施設計 排水路工　L=90m

吹切橋上・下部工事　１式
県道橋実施設計　１式
用地測量　１式など

排水路設計　１式

機械設備 １式福
島
潟

放水路右岸排水機場
福島潟２号排水機場

万十郎川排水路

阿賀野川右岸地区　令和元年度の実施内容
（豊浦郷土地改良区関係分のみ）

奥右衛門川排水路　工事状況
　

阿
賀
野
川
右
岸
１
期
地
区
（
豊
浦
郷
土
改
関
係
）
は
現
在
、
万
十
郎
川

排
水
機
場
と
奥
右
衛
門
川
排
水
路
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

万
十
郎
川
排
水
機
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
排
水
ポ
ン
プ
の
製
作
や
付
帯
す

る
機
械
設
備
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
遊
水
池
工
事
も
発
注
予
定

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
佐
々
木
南
部
排
水
路
と
万
十
郎
川
排
水
路
を
合
流

さ
せ
、
来
年
以
降
、
新
た
な
排
水
機
場
の
稼
働
に
向
け
て
工
事
が
進
捗
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
奥
右
衛
門
川
排
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
王
集
落

内
（
市
島
邸
脇
）
に
お
い
て
改
修
工
事
を
実
施
中
で
あ
り
、
今
年
も
引
き

続
き
市
道
の
規
制
を
か
け
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

同
第
２
地
区
の
吹
切
川
排
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乗
廻
集
落
の
市
道

四
島
線
橋
梁
工
事
を
実
施
中
で
あ
り
、
今
年
は
県
道
豊
栄
天
王
線
の
境
橋

橋
梁
工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
吹
切
川
排
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
施
設
の

構
造
等
が
変
更
と
な
り
事
業
費
が
増
額
と
な
っ
た
為
、
事
業
計
画
の
変
更

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
6
月
頃
よ
り
、
関
係
集
落
で
説

明
会
を
開
催
し
、
事
業
計
画
変
更
に
関
す
る
同
意
の
徴
収
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
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国営附帯県営かんがい排水事業と　　併せ行う農地防災排水事業
阿 賀 野 川 右 岸 　１期・第２地 区

万十郎川排水機場　工事状況

佐々木南部排水機場
（統合予定）

排水機場

排水樋門

柳曲排水機場
（統合予定）

万十郎川排水路

吹切川排水路　工事状況 福島潟

鳥穴集落

吹切橋仮廻し橋

吹切橋施工中至 乗廻集落

ブ
ロ

ッ
ク

マ
ッ

ト
護

岸
施

工
中

砂山集落

市道四島線

吹切橋　基礎杭打ち込み
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松岡ため池工事最盛期へ
加治川第１頭首工改修工事スタート

～　試験通水の実施について　～

国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて

　

加
治
川
用
水
地
区
は
、
平
成
24

年
度
着
工
か
ら
７
年
余
り
が
経
過

し
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
、
事

業
費
ベ
ー
ス
で
約
53
％
の
進
捗
を

図
り
、
概
ね
順
調
に
事
業
を
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
事
業
工
期
12

年
の
８
年
目
に
あ
た
り
事
業
最
盛

期
を
迎
え
、
現
在
、
約
40
億
円
規

模
の
工
事
等
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
工
事
等
が
完
了
す
る

と
約
70
％
の
進
捗
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

内
の
倉
ダ
ム
で
は
、
ク
レ
ス
ト

ゲ
ー
ト
製
作
や
管
理
棟
改
修
、
オ

リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
据
付（
県
委
託
）

等
を
実
施
し
、
加
治
川
第
１
頭
首

工
で
は
、
工
事
用
道
路
を
は
じ
め

土
木
構
造
物
及
び
施
設
機
械
改
修

工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
管
内
の
松
岡
た
め
池
工
事
で

は
、
貯
水
池
掘
削
工
事
を
継
続
し

掘
削
土
を
ふ
る
い
分
け
し
た
材
料

に
よ
る
堤
体
盛
土
及
び
ベ
ン
ト
ナ

イ
ト
シ
ー
ト
敷
設
工
事
等
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
用
水
の
適
正
配
分
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
試
験
通

水
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
来

年
度
も
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、

用
水
の
適
正
配
分
、
水
管
理
の
効

率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

施設の老朽化

H30 R1（H31） R2 R3 R4 R5

・営農形態の変化等に伴う
　用水不足
・輪番制の継続

改修による用水供給機能を確保

必要水量の確保（松岡ため池建設）

用水の適正配分、水管理の効率化

R1 年度以降行程案
主にソフト対策

・新用水配分ルールの運用
・水管理施設の改修等

課題 対応策

試験通水①

水管理施設
実施設計 調整水管理システム施工

試験通水② （今後、要検討）試験通水③

取水量調整 合同現地踏査 流量観測
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事業進捗図

国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて

✓　水源である内の倉ダム、松岡ため池　：　改修・新設工事の最盛期
✓　頭首工　：　加治川第２頭首工、加治川右岸頭首工の改修は概ね完了し供用開始済み
✓　用水路　：　令和元年度末で、関連事業や地元調整が必要な区間を除き、改修は概ね完了
□　その他の主要な残事業は、加治川第１頭首工の改修、用水路改修、水管理施設の整備

事 業 概 要
内の倉ダム
松岡ため池
加治川第１頭首工
加治川第２頭首工
加治川右岸頭首工
第１左岸幹線用水路
第１乙見江支線用水路
第２右岸幹線用水路
第２左岸幹線用水路
加治川右岸幹線用水路
水管理施設

1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
1ヶ所
L=2.0km
L=7.8km
L=1.7km
L=6.0km
L=3.7km
1 式

平成 29 年度迄

平成 30 年度

令和元年度予定

令和 2 年度以降

洪水吐

護床工

取水工

管理棟
加治川

加治川第１頭首工（現況）

土砂吐

出典：北陸農政局加治川二期農業水利事業所　かじかわ用水第 10 号（令和元年 9 月）
　　　国営土地改良事業加治川用水地区推進協議会資料（令和元年 10 月 23 日）
　　　加治川二期農業水利事業所 HP https://www.maff.go.jp/hokuriku/kokuei/kajikawa/index.html

下流

赤坂川

洪水吐

取水施設

貯水池

堤体盛立

松岡川

上流松岡ため池 （令和元年 12 月 16 日撮影）
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団体営土地改良事業調査設計事業
ほ場整備事業に必要な用排水の現況把握及び概略設計等を実施します。

地区名 面積（ha） 事業費（千円） 内容
中浦第 1工区地区 339 15,500 用排水構想作成　1式
豊浦工区地区 149 8,500 用排水構想作成　1式

農用地等集団化（経営体育成促進換地等調整）事業
ほ場整備区域内の農用地利用の状況等を把握し、換地計画樹立に向けた基礎資料を作成します。

地区名 面積（ha） 事業費（千円） 内容
西江地区 204 4,217 地域営農構想作成　1式　他

中浦第 2工区地区 264 6,134 地区内農地等状況調査　1式　他
上中山地区 63 2,765 地区内農地等状況調査　1式　他
佐々木地区 222 2,579 地区内農地等状況調査　1式　他

土地改良施設維持管理適正化事業

奥右エ門川排水路補修工事
工事内容：腐食した鋼矢板護岸（L=19.5m）をコンクリートパネルで保護し延命化する
事 業 費：2,700,000 円　施工業者：株式会社伊藤組

中浦第１工区第１揚水機場ポンプ設備補修工事
工事内容：老朽化した主電動機の断線故障に
　　　　　よる主ポンプの取替
事 業 費：4,000,000 円
施工業者：昱工業株式会社下越営業所

豊浦工区第２揚水機場余水吐ゲート設備補修工事
工事内容：摩耗し動作不良となった巻上機の
　　　　　取替と老朽化した扉体の補修
事 業 費：5,900,000 円
施工業者：株式会社長場鉄工作所

ほ場整備計画地区関係委託業務

定期的に行う必要のある施設の整備補修を行い、
施設機能の保持と耐用年数の確保を図ります

着手前 施工中 竣工
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土地改良区統合再編整備事業
豊浦郷水位計観測システム（下興野頭首工水系）整備工事

システム構成イメージ

事 業 費：25,000,000 円
施工業者：日本無線株式会社
場　　所：新発田市飯島他
工　　期：令和元年 10月 4日～
　　　　　令和 2年 3月 20日
工事概要：下興野頭首工及び分水工設備を豊浦郷
水管理センターにて簡易な遠方監視制御を行うた
めのカメラ装置、無線装置等を設置する

豊浦郷水管理センター

映像表示

カメラカメラ

カメラ カメラ

量水板
量水板

量水板 量水板

　乙見江頭首工は国営阿賀野川農業水利事業により昭
和 39年に用水の補償施設として造成された施設です。
　その後、国営加治川農業水利事業により加治川第 1
頭首工の建設、並びに附帯県営事業による用水路の整
備により昭和 59年頃からかんがい用水受益が消滅しま
した。現在は松岡川の維持用水の取水や、豪雨時の洪
水調整を行う施設となっております。
　建設から 50年以上が経過し老朽化が著しく、現在 3
門のゲートのうち 1門が故障し手動による操作を行っ
ている状況です。今後豪雨等により被害を及ぼすおそ
れがある為、乙見江頭首工の撤去に向けて調査設計事
業を実施し、今後の対策を検討しています。

　これまで、旧佐々木土地改良区の下興野頭首工水系の施設は、事務所からの距離が近いことから、職員
が随時目視点検等を行いながら管理してきました。
　一方、豊浦郷土地改良区では、豊浦郷水管理センター・本田地区中央管理所において、揚水機場 19箇
所や各分水工等を遠方監視制御により配水操作を行ってきました。
　土地改良区合併に際し、かんがい施設の管理体制レベルを統一するために、下興野頭首工水系の簡易な
遠方監視制御システムを整備して、用水の安定した配分を図ります。

団体営土地改良事業調査設計事業　乙見江地区
～乙見江頭首工の撤去に向け調査設計を開始～

無線装置
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臨時総代会開催  　平成30年度決算など可決

日時 令和元年 8 月 4 日（日）午後 1 時 30 分開会　　場所 新発田市豊浦庁舎 2 階大会議室　　総代定数 63 人　　本総代会 出席者 56 人・欠席者 7 人・出席率 88.88%
議　題
議案第１号　平成 30 年度 事業報告の承認について
議案第２号　平成 30 年度 一般会計収支決算の承認について
議案第３号　平成 30 年度 維持管理事業特別会計収支決算の承認について
議案第４号　平成 30 年度 松浦地区圃場整備事業特別会計収支決算の承認について
議案第５号　平成 30 年度 荒川地区圃場整備事業特別会計収支決算の承認について
議案第６号　平成 30 年度 西江地区圃場整備事業特別会計収支決算の承認について
議案第７号　平成 30 年度 中浦第 2 工区地区圃場整備事業特別会計収支決算の承認について
議案第８号　平成 30 年度 上中山地区圃場整備事業特別会計収支決算の承認について
議案第９号　平成 30 年度 旧佐々木土地改良区事業報告書及び財産目録並びに
　　　　　　各会計収支決算書の承認について

議案第 10 号　平成 30 年度 財務諸表及び財産目録の承認について
監　　査　　報　　告

議案第 11 号　豊浦郷土地改良区 総代の書面・代理人議決について
議案第 12 号　豊浦郷土地改良区 規約の一部変更について
議案第 13 号　豊浦郷土地改良区 委員会処務規程の一部変更について
議案第 14 号　豊浦郷土地改良区 用排水施設維持管理委員会規程の一部変更について
議案第 15 号　令和元年度 一般会計収支補正予算について
議案第 16 号　令和元年度 維持管理事業特別会計収支補正予算について
議案第 17 号　令和元年度 圃場整備事業特別会計収支補正予算について
議案第 18 号　令和元年度 組合費の賦課徴収方法とその時期について
議案第 19 号　令和元年度 日本政策金融公庫資金の借入及び償還方法について

議長を務める  26 番総代
佐々木 政司  氏（興野）

未収賦課金等
732,081

棚卸資産
124,785

その他資産
2,414,949

資産
単位：円

現金及び預金
121,481,315
現金及び預金
121,481,315

土地改良施設更新積立金
398,957,962
土地改良施設更新積立金
398,957,962

財政調整積立金
73,295,460
財政調整積立金
73,295,460

職員退職給与積立金
26,896,484
職員退職給与積立金
26,896,484

適正化事業拠出金
354,000
適正化事業拠出金
354,000

転用決済金
積立金
265,794,293

転用決済金
積立金
265,794,293

土地改良事業
負担金等積立金
345,101,170

土地改良事業
負担金等積立金
345,101,170 基

 本
 財
 産

基

 本
 財
 産

特
　
定
　
資
　

産

特
　
定
　
資
　

産

流動資産流動資産
有形・無形
固定資産
有形・無形
固定資産

無形固定資産
495,546
山林、宅地及び
その従物
1,520,520

備荒積立金
62,248,764
備荒積立金
62,248,764

有形固定資産
200,618,303
有形固定資産
200,618,303

資産 1,836,423,964円 負債及び正味財産 1,836,423,964円

負債
単位：円

公庫資金等
長期借入金
701,342,819

公庫資金等
長期借入金
701,342,819

換地清算金引当金
334,891,230
換地清算金引当金
334,891,230

一般正味財産
153,808,866
一般正味財産
153,808,866

換地清算金積立金
334,891,230
換地清算金積立金
334,891,230

転用決済金引当金
265,794,293
転用決済金引当金
265,794,293

職員退職給与引当金
26,896,484
職員退職給与引当金
26,896,484

適正化事業
未払金
7,092,000

適正化事業
未払金
7,092,000

土地改良施設
更新引当金

（国営加治川用水
事業事前積立金）
345,101,170

土地改良施設
更新引当金

（国営加治川用水
事業事前積立金）
345,101,170

任意更新引当金
1,497,102
任意更新引当金
1,497,102

建物等更新
積立金
1,497,102

建物等更新
積立金
1,497,102

長期負債長期負債

正味財産正味財産

短期負債短期負債

土地改良施設更新積立金　内訳　平成 31 年３月 31 日現在

平成 30 年度　財 産 目 録　平成 31 年３月 31 日現在

（単位：円）
科　　目 金　額 科　　目 金　額 科　　目 金　額

国営造成乙見江 17,277,961  本田地区　（揚水機場） 34,846,566  曽根排水機 1,350,251 
県営造成乙見江 3,135,034  　　　　　（道水路） 15,604,483  佐々木地区 7,989,240 
水管理改良施設 94,623,597  県営造成八幡用水路 1,284,474  佐々木南部事業区 4,314,000 
県営造成豊浦用水路 56,068,881  県営造成松浦用水路 2,109,813  佐々木南部排水機 2,130,000 
県営圃場整備地区 14,314,881  県営造成松岡用水路 1,714,337  佐々木北部事業区 4,332,000 
二枚橋江 491,052  県営八幡排特宮田排水路 873,979  佐々木南部郷圃場整備 7,448,000 
月岡揚水機 3,075,176  県営荒川排特境川排水路 792,237  新太田川下興野頭首工 13,443,886 
小坂地区圃場整備 27,838,429  県営城下排特城下排水路 1,300,683  加入金積立金 9,214,383 
三悠乙見江地区圃場整備 6,403,436  国営造成佐々木江 24,140,660 
太斎地区圃場整備 38,718,391  県営造成西江 4,122,132  合　　計 398,957,962 

　

臨
時
総
代
会
が
、
令
和
元
年
8
月
4

日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
新
発

田
市
豊
浦
庁
舎
2
階
大
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
姉
﨑
理
事
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
管
内
に
お
け
る
用
水
状
況
、
国

営
並
び
に
県
営
事
業
の
事
業
実
施
状
況
、

圃
場
整
備
事
業
新
規
希
望
地
区
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
26
番
総
代
佐
々
木
政
司

氏
（
興
野
）
を
選
任
し
、
平
成
30
年
度

決
算
を
は
じ
め
と
す
る
計
19
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
か
ら
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
の
議
案
説
明
を
行
っ
た
後
、

監
査
報
告
を
経
て
、
平
成
30
年
度
決
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐
総
括
監

事
は
監
査
報
告
に
お
い
て
、「
監
査
結

果
は
概
ね
良
好
で
あ
る
が
、
未
収
賦
課

金
の
増
と
職
員
の
長
時
間
労
働
が
み
ら

れ
る
。
引
き
続
き
適
正
な
運
営
に
努
め
、

未
収
賦
課
金
の
解
消
、
長
時
間
労
働
の

是
正
を
求
め
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
規
約
・
規
程
の
変
更
及
び

令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
議
案
説
明
も

行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
全
議
案
が
慎
重

審
議
の
も
と
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
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臨時総代会開催  　平成30年度決算など可決
平成30年度 貸借対照表 平成31年３月31日現在

（単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
《資産の部》
　【流動資産】
　　　現金及び預金 121,481,315 96,398,496 25,082,819
　　　未収賦課金等 732,081 334,511 397,570
　　　棚卸資産 124,785 109,256 15,529
　　流動資産合計 122,338,181 96,842,263 25,495,918
　【固定資産】
　  （有形固定資産）
　　　建物及び附属設備 11,049,466 4,150,796 6,898,670
　　　土地改良施設用地等 165,014,986 165,014,986 0
　　　機械及び装置 4,984,297 4,263,693 720,604
　　　車両運搬具 10,465,445 5,871,622 4,593,823
　　　工具、器具等 9,104,109 2,616,483 6,487,626
　　有形固定資産合計 200,618,303 181,917,580 18,700,723
　  （無形固定資産）
　　　ソフトウエア 495,546 242,322 253,224
　　無形固定資産合計 495,546 242,322 253,224
　  （その他固定資産）
　　基本財産
　　　山林、宅地及びその従物（基本財産） 1,520,520 1,520,369 151
　　　備荒積立金 62,248,764 57,225,937 5,022,827
　　　土地改良施設更新積立金 398,957,962 352,714,048 46,243,914
　　　基本財産計 462,727,246 411,460,354 51,266,892
　　特定資産
　　　財政調整基金 73,295,460 60,000,000 13,295,460
　　　適正化事業拠出金 354,000 0 354,000
　　　職員退職給付積立金 26,896,484 25,224,654 1,671,830
　　　転用決済金積立金 265,794,293 213,016,803 52,777,490
　　　土地改良事業負担金等積立金 345,101,170 267,585,679 77,515,491
　　　建物等更新積立金 1,497,102 1,497,102 0
　　　換地清算金積立金 334,891,230 334,891,230 0
　　　特定資産計 1,047,829,739 902,215,468 145,614,271
　　その他資産
　　　長期未収賦課金等 2,156,949 1,655,121 501,828
　　　出資金 258,000 148,000 110,000
　　　その他資産計 2,414,949 1,803,121 611,828
　　その他固定資産計 1,512,971,934 1,315,478,943 197,492,991
　固定資産合計 1,714,085,783 1,497,638,845 216,446,938
　【繰延資産】
　繰延資産合計 0 0 0
資産合計 1,836,423,964 1,594,481,108 241,942,856

《負債の部》
　【流動負債】
　　流動負債合計 0 0 0
　【固定負債】
　　　公庫資金等長期借入金 701,342,819 253,320,339 448,022,480
　　　適正化事業拠出金未払金 7,092,000 4,356,000 2,736,000
　　　職員退職給付引当金 26,896,484 25,224,654 1,671,830
　　　転用決済金引当金 265,794,293 213,016,803 52,777,490
　　　土地改良施設更新引当金 345,101,170 267,585,679 77,515,491
　　　任意更新積立金 1,497,102 1,497,102 0
　　　換地清算金引当金 334,891,230 334,891,230 0
　　固定負債合計 1,682,615,098 1,099,891,807 582,723,291
負債合計 1,682,615,098 1,099,891,807 582,723,291

《正味財産の部》
　【指定正味財産】
　　指定正味財産計 0 0 0
　　指定正味財産合計 0 0 0
　　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0
　　　（うち特定資産への充当額） 0 0 0
　　一般正味財産 153,808,866 494,589,301 △ 340,780,435
　　　（うち基本財産への充当額） 462,727,246 411,460,354 51,266,892
　　　（うち特定資産への充当額） 73,649,460 60,000,000 13,649,460
正味財産合計 153,808,866 494,589,301 △ 340,780,435
負債及び正味財産合計 1,836,423,964 1,594,481,108 241,942,856

平成30年度 正味財産増減計算書 平成31年３月31日現在
（単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
《一般正味財産増減の部》
　《経常増減の部》
　　[ 経常収入 ]
　　　【土地改良事業収入】
　　　　賦課金収入 212,741,169 221,579,405 △ 8,838,236
　　　　転用決済金収入 1,524,054 944,055 579,999
　　　　負担金収入 3,584,994 3,256,668 328,326
　　　　繰上償還金収入 457,737 716,988 △ 259,251
　　　【附帯事業収入】
　　　　他目的使用料収入 5,383,238 8,084,966 △ 2,701,728
　　　【基本財産運用収入】
　　　　基本財産配当金収入 7,980 7,980 0
　　　　基本財産利子収入 121,006 38,754 82,252
　　　【特定資産運用収入】
　　　　特定資産利子収入 539,587 444,883 94,704
　　　【補助金等収入】
　　　　事業補助金収入 64,344,102 20,099,231 44,244,871
　　　　助成金収入 6,411,567 5,866,187 545,380
　　　【交付金収入】
　　　　適正化事業交付金収入 11,520,000 10,800,000 720,000
　　　【引当金戻入】
　　　　引当金戻入 0 106,606 △ 106,606
　　　【寄付金収入】
　　　　寄付金収入 0 250,000 △ 250,000
　　　【受託料収入】
　　　　業務受託料収入 36,833,016 29,114,836 7,718,180
　　　【雑収入】
　　　　雑収入 705,823 757,157 △ 51,334
　　経常収入計 344,174,273 302,067,716 42,106,557

　　[ 経常支出 ]
　　　【土地改良事業費】
　　　　工事費支出 6,506,104 3,818,789 2,687,315
　　　　維持管理費支出 46,114,079 44,975,812 1,138,267
　　　　圃場整備費支出 25,238,575 9,308,736 15,929,839
　　　　適正化事業費支出 19,200,000 18,000,000 1,200,000
　　　　適正化事業拠出金支出 138,498 128,412 10,086
　　　　委託業務費支出 2,000,000 3,479,600 △ 1,479,600
　　　　受託業務費支出 125,000 125,000 0
　　　【一般管理費】
　　　　運営事務費支出 95,371,571 83,976,789 11,394,782
　　　　事務所費支出 2,433,151 2,188,406 244,745
　　　　機械及び装置減価償却費 1,332,276 1,268,430 63,846
　　　　車両運搬具減価償却費 2,746,886 1,988,863 758,023
　　　　工具、器具等減価償却費 1,366,052 1,142,910 223,142
　　　　建物及び附帯設備減価償却費 391,330 262,540 128,790
　　　　ソフトウェア減価償却費 121,220 81,938 39,282
　　　　引当金繰入 131,964,811 50,790,321 81,174,490
　　　【負担金等】
　　　　土地改良事業負担金等 188,559,519 93,911,291 94,648,228
　　経常支出計 523,609,072 315,447,837 208,161,235
　当期経常増減額 △ 179,434,799 △ 13,380,121 △ 166,054,678

　《経常外増減の部》
　　[ 経常外収入 ]
　　　【固定資産売却収入】
　　　　車両運搬具売却益 0 112,669 △ 112,669
　　　【資産評価収入】
　　　　基本財産評価益 0 19,190 △ 19,190
　　　【その他資産評価収入】
　　　　合併資産増加益 147,515,860 0 147,515,860
　　経常外収入計 147,515,860 131,859 147,384,001
　　[ 経常外支出 ]
　　　【固定資産売却支出】
　　　　固定資産除却損 1 2 △ 1
　　　【その他資産評価支出】
　　　　合併負債増加損 308,861,495 0 308,861,495
　　経常外支出計 308,861,496 2 308,861,494
　当期経常外増減額 △ 161,345,636 131,857 △ 161,477,493
　当期一般正味財産増減額 △ 340,780,435 △ 13,248,264 △ 327,532,171
　一般正味財産期首残高 494,589,301 507,837,565 △ 13,248,264
　一般正味財産期末残高 153,808,866 494,589,301 △ 340,780,435

《指定正味財産増減の部》
　　[ 補助金等収入 ]
　　補助金等収入合計 0 0 0
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0

《正味財産期末残高》 153,808,866 494,589,301 △ 340,780,435
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平成 30 年度　一般会計収支決算　平成 31 年３月 31 日現在

支出 481,120,538円収入 531,625,872円

収入
単位：円

土地改良事業収入
145,044,792
土地改良事業収入
145,044,792

特別会計
繰入金
75,241,181

特別会計
繰入金
75,241,181

補助金等収入
57,654,669
補助金等収入
57,654,669

受託料収入
26,054,956    
受託料収入
26,054,956    

雑収入
784,088  
雑収入
784,088  借入金収入

16,058,000      
借入金収入
16,058,000      

積立金取崩収入 52,000,000積立金取崩収入 52,000,000

繰越金 35,258,697繰越金 35,258,697

佐々木土改会計繰入金
117,019,941

佐々木土改会計繰入金
117,019,941

繰上償還金収入
457,737

繰上償還金収入
457,737

附帯事業収入
5,383,238 
附帯事業収入
5,383,238 
基本財産運用収入
128,986 

基本財産運用収入
128,986 

支出
単位：円

土地改良事業費
16,130,127
土地改良事業費
16,130,127

総代選挙費
138,413

総代選挙費
138,413

一般管理費
99,880,218 
一般管理費
99,880,218 

負担金等
27,664,421
負担金等
27,664,421

固定資産取得支出
14,915,898
固定資産取得支出
14,915,898

借入金返済支出
39,309,298
借入金返済支出
39,309,298

積立金繰出支出
248,527,163
積立金繰出支出
248,527,163

維持管理事業
特別会計繰出金
34,555,000 

維持管理事業
特別会計繰出金
34,555,000 

賦課金収入 142,363,598
　運営事務費 67,295,146
　維持管理費 9,743,504
　借入償還金 15,312,367
　県営事業分担金 6,795,261
　国営事業負担金 42,754,441
　維持管理負担金 462,879
負担金収入 1,157,140
転用決済金収入 1,524,054

賦課金収入 142,363,598
　運営事務費 67,295,146
　維持管理費 9,743,504
　借入償還金 15,312,367
　県営事業分担金 6,795,261
　国営事業負担金 42,754,441
　維持管理負担金 462,879
負担金収入 1,157,140
転用決済金収入 1,524,054

財政調整積立金 30,000,000
施設管理積立金 22,000,000
財政調整積立金 30,000,000
施設管理積立金 22,000,000

運営事務費支出 93,440,267
　役員報酬 7,020,000
　俸給給与 33,810,200
　諸手当 18,270,093
　賃金 5,735,600
　その他 28,604,374
事務所費支出 6,439,951

運営事務費支出 93,440,267
　役員報酬 7,020,000
　俸給給与 33,810,200
　諸手当 18,270,093
　賃金 5,735,600
　その他 28,604,374
事務所費支出 6,439,951

職員退職給与積立金 1,671,830
備荒積立金 5,000,000
財政調整積立金 43,295,460
決済金積立金 52,777,490
国営加治川用水地区
　　　　事前積立金 77,515,491
施設管理積立金 68,145,886
基本財産積立金利息 121,006

職員退職給与積立金 1,671,830
備荒積立金 5,000,000
財政調整積立金 43,295,460
決済金積立金 52,777,490
国営加治川用水地区
　　　　事前積立金 77,515,491
施設管理積立金 68,145,886
基本財産積立金利息 121,006

特定資産運用収入
539,587 

� （単位：円）
科　目 予算額 決算額 割合

土地改良事業収入 145,650,307 145,044,792 27.3%
　賦課金収入 （ 142,812,528） （ 142,363,598） （ 26.8%）
　　運営事務費 （ 67,491,000） （ 67,295,146） （ 12.7%）
　　維持管理費 （ 9,761,000） （ 9,743,504） （ 1.8%）
　　借入償還金 （ 15,340,928） （ 15,312,367 ）（ 2.9%）
　　県営事業分担金 （ 6,790,000） （ 6,795,261） （ 1.3%）
　　国営事業負担金 （ 42,966,000） （ 42,754,441） （ 8.0%）
　　維持管理負担金 （ 463,600） （ 462,879） （ 0.1%）
　負担金収入 （ 1,000,000） （ 1,157,140） （ 0.2%）
　転用決済金収入 （ 1,836,779） （ 1,524,054） （ 0.3%）
　特別徴収金収入 （ 1,000） （ 0） （ 0.0%）
附帯事業収入 4,986,000 5,383,238 1.0%
基本財産運用収入 132,000 128,986 0.0%
特定資産運用収入 552,000 539,587 0.1%
補助金等収入 49,824,067 57,654,669 10.8%
受託料収入 25,842,000 26,054,956 4.9%
雑収入 3,250,000 784,088 0.2%
借入金収入 20,843,000 16,058,000 3.0%
積立金取崩収入 52,000,000 52,000,000 9.8%
徴収換地清算金収入 80,000,000 0 0.0%
特別会計繰入金 75,242,000 75,241,181 14.2%
繰上償還金収入 457,737 457,737 0.1%
繰越金 35,258,697 35,258,697 6.6%
佐々木土改会計繰入金 116,891,000 117,019,941 22.0%

収入合計 610,928,808 531,625,872 100.0%

� （単位：円）
科　目 予算額 決算額 割合

土地改良事業費 17,185,600 16,130,127 3.3%
　維持管理費支出 （ 12,060,600） （ 11,005,127） （ 2.3%）
　受託業務費支出 （ 125,000） （ 125,000） （ 0.0%）
　農業水利施設保全合理化事業支出 （ 5,000,000） （ 5,000,000） （ 1.0%）
一般管理費 107,816,000 99,880,218 20.8%
　運営事務費支出 （ 100,666,000 ）（ 93,440,267） （ 19.4%）
　事務所費支出 （ 7,150,000 ）（ 6,439,951） （ 1.4%）
負担金等 32,994,350 27,664,421 5.8%
補助金等 1,000 0 0.0%
借入金返済支出 39,318,444 39,309,298 8.2%
固定資産取得支出 15,570,000 14,915,898 3.1%
積立金繰出支出 328,803,487 248,527,163 51.6%
維持管理事業特別会計繰出金 34,555,000 34,555,000 7.2%
予備費 34,494,927 0 0.0%
総代選挙費 190,000 138,413 0.0%

支出合計 610,928,808 481,120,538 100.0%

次期繰越収支差額
50,505,334円
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支出 195,191,906円収入 243,707,860円

収入
単位：円

土地改良事業収入
17,899,988
土地改良事業収入
17,899,988

補助金等収入
12,375,000  
補助金等収入
12,375,000  

受託料収入 8,400,000   受託料収入 8,400,000   
雑収入 456雑収入 456

繰越金
43,327,416
繰越金
43,327,416

圃場整備費支出 5,322,997
農業経営高度化支援事業費支出 1,180,000
経営体育成促進換地等調整事業費 4,545,000
団体営調査設計事業費 9,000,000
調査計画事業費 190,578

圃場整備費支出 5,322,997
農業経営高度化支援事業費支出 1,180,000
経営体育成促進換地等調整事業費 4,545,000
団体営調査設計事業費 9,000,000
調査計画事業費 190,578

支出
単位：円

負担金等
162,061,150  
負担金等
162,061,150  

土地改良事業費
20,238,575    
土地改良事業費
20,238,575    一般会計

繰出額
12,892,181  

一般会計
繰出額
12,892,181  

賦課金収入 17,899,988
　松浦地区 6,951,817
　荒川地区 1,752,743
　西江地区 3,557,601
　中浦第 2工区 4,586,284
　上中山地区 1,051,543

賦課金収入 17,899,988
　松浦地区 6,951,817
　荒川地区 1,752,743
　西江地区 3,557,601
　中浦第 2工区 4,586,284
　上中山地区 1,051,543

借入金収入 161,705,000借入金収入 161,705,000
H29補正・H30分担金分借入金 161,705,000
　松浦地区 124,183,000
　荒川地区 30,022,000
　西江地区 7,500,000

H29補正・H30分担金分借入金 161,705,000
　松浦地区 124,183,000
　荒川地区 30,022,000
　西江地区 7,500,000

県営事業分担金 154,206,150
県営調査計画分担金 7,500,000
その他負担金 355,000

県営事業分担金 154,206,150
県営調査計画分担金 7,500,000
その他負担金 355,000

平成 30 年度　維持管理事業特別会計収支決算　平成 31 年３月 31 日現在

平成 30 年度　圃場整備事業特別会計収支決算　平成 31 年３月 31 日現在

支出 128,769,779円収入 151,229,806円

収入
単位：円

土地改良事業収入
54,173,356  
土地改良事業収入
54,173,356  

補助金等収入
726,000   
補助金等収入
726,000   

交付金収入
17,280,000
交付金収入
17,280,000

受託料収入
2,378,060   
受託料収入
2,378,060   

雑収入
16,558
雑収入
16,558

繰越金
17,812,383
繰越金
17,812,383

佐々木土改会計繰入金
24,288,449

佐々木土改会計繰入金
24,288,449

一般会計繰入金
34,555,000
一般会計繰入金
34,555,000

維持管理費支出 39,294,281
適正化事業費支出 19,200,000
適正化事業拠出金支出 3,516,498
委託業務費支出 2,000,000

維持管理費支出 39,294,281
適正化事業費支出 19,200,000
適正化事業拠出金支出 3,516,498
委託業務費支出 2,000,000

支出
単位：円

負担金等
2,410,000  
負担金等
2,410,000  

土地改良事業費
64,010,779    
土地改良事業費
64,010,779    

一般会計
繰出額
62,349,000  

一般会計
繰出額
62,349,000  

賦課金収入 51,745,502
負担金収入 2,427,854
賦課金収入 51,745,502
負担金収入 2,427,854

維持管理名 収入合計 支出合計 次年度繰越額
国営造成乙見江維持管理 8,236,946 6,936,553 1,300,393 
県営造成乙見江維持管理 1,061,279 616,893 444,386 
水管理改良施設維持管理 51,857,265 50,231,347 1,625,918 
県営造成豊浦用水路維持管理 13,598,210 11,732,571 1,865,639 
県営圃場整備地区維持管理 1,961,243 1,097,736 863,507 
二 枚 橋 江 維 持 管 理 209,137 126,000 83,137 
月岡揚水機維持管理 747,797 510,333 237,464 
小坂地区圃場整備維持管理 10,991,907 10,337,457 654,450 
三悠乙見江地区圃場整備維持管理 2,071,483 1,062,532 1,008,951 
太斎地区圃場整備維持管理 6,671,850 5,229,940 1,441,910 
本 田 地 区 維 持 管 理 12,591,688 11,502,591 1,089,097 
県営造成八幡用水路維持管理 425,283 197,781 227,502 
県営造成松浦用水路維持管理 578,024 291,060 286,964 

� （単位：円）
圃場整備事業名 収入合計 支出合計 次年度繰越額

松 浦 地 区 圃 場 整 備 事 業 166,662,911 132,882,608 33,780,303
荒 川 地 区 圃 場 整 備 事 業 42,598,912 36,989,311 5,609,601
西 江 地 区 圃 場 整 備 事 業 19,808,198 15,272,733 4,535,465
中 浦 第 ２ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 9,586,294 5,763,720 3,822,574
上 中 山 地 区 圃 場 整 備 事 業 5,051,545 4,283,534 768,011

合　計 243,707,860 195,191,906 48,515,954

� （単位：円）
維持管理名 収入合計 支出合計 次年度繰越額

県営造成松岡用水路維持管理 1,556,184 1,202,843 353,341 
県営造成八幡排特宮田排水路維持管理 167,220 63,820 103,400 
県営造成荒川排特境川排水路維持管理 188,136 50,790 137,346 
県営造成城下排特城下排水路維持管理 97,118 31,780 65,338 
国営造成佐々木江維持管理 6,532,972 5,598,036 934,936 
県営造成西江維持管理 1,717,460 1,244,914 472,546 
佐々木地区維持管理 3,280,155 1,435,512 1,844,643 
佐々木南部事業区維持管理 14,774,476 11,519,164 3,255,312 
佐々木北部事業区維持管理 8,202,061 7,491,131 710,930 
佐々木南部郷地区圃場整備維持管理 1,154,508 45,980 1,108,528 
新太田川下興野頭首工維持管理 2,557,404 213,015 2,344,389 

合　計 151,229,806 128,769,779 22,460,027 

各維持管理施設ごとの収支一覧

各圃場整備事業ごとの収支一覧

次期繰越収支差額
22,460,027円

次期繰越収支差額
48,515,954円
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� （単位：円）
収　　入 支　　出

科　目 決算額 科　目 決算額
土地改良事業収入 4,454,919 土地改良事業費 5,689,376 
補助金等収入 5,000,000 予備費 0 
雑収入 10 
寄付金収入 250,000 
収入合計 9,704,929 支出合計 5,689,376 

阿
賀
野
川
流
量
に
つ
い
て

取
水
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
の
阿
賀
野
川
流
量
は
前
年
と

比
較
す
る
と
４
月
は
少
な
か
っ
た
が
、

６
月
か
ら
８
月
末
ま
で
は
少
雨
の
影

響
を
受
け
た
昨
年
よ
り
は
多
く
推
移

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
か
ん

が
い
期
（
４
月
～
９
月
）
に
お
い
て

出
水
状
況
（
観
測
値
１
，
０
０
０
㎥

/
ｓ
以
上
）
は
計
３
回
を
記
録
し
、

ま
た
台
風
19
号
に
よ
る
影
響
で
10
月

13
日
10
時
の
観
測
で
は
９
，
６
８
８

㎥
/
ｓ
（
日
平
均
５
，
５
１
１
㎥
/

ｓ
）
と
な
り
、
平
成
23
年
７
月
～
８

月
の
新
潟
福
島
豪
雨
時
に
迫
る
流
量

と
な
り
ま
し
た
が
、
阿
賀
野
川
頭
首

工
の
施
設
に
関
し
て
は
軽
微
な
被
害

で
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

阿賀野川頭首工

　

阿
賀
用
水
の
水
利
権
は
平
成
23
年
3
月

31
日
の
更
新
を
機
会
に
現
況
使
用
に
即
し

た
水
量
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
許
可

権
者
（
国
土
交
通
省
）
と
水
利
使
用
者
（
農

林
水
産
省
）
の
協
議
で
締
結
ま
で
至
ら
ず
、

平
成
23
年
か
ら
昨
年
ま
で
必
要
量
の
調
査

と
検
証
を
兼
ね
た
緊
急
取
水
許
可
と
し
て

水
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
平

成
31
年
4
月
9
日
に
水
利
使
用
協
議
（
変

更
）
の
同
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
元
年
の
か
ん
が
い
期
は
変
更
同
意
の
水

利
権
で
水
管
理
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
水
利
権
は
昨
年
の
緊
急
取
水
と
期

間
、
水
量
共
に
同
じ
で
す
が
、「
阿
賀
野

川
水
量
が
豊
水
時
に
限
る
」
の
厳
し
い
条

件
が
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常

水
利
権
は
受
益
面
積
、
減
水
深
、
水
路
損

失
量
等
の
基
礎
デ
ー
タ
と
営
農
形
態
を
考

慮
さ
れ
決
定
し
ま
す
が
、
地
域
特
性
と
し

て
栽
培
管
理
用
水
（
強
風
対
策
で
深
水
管

理
用
水
が
必
要
）
や
施
設
管
理
用
水
（
施

設
構
造
上
で
分
水
工
に
適
正
配
水
す
る
た

め
一
定
の
維
持
用
水
が
必
要
）
等
が
認
め

ら
れ
大
幅
な
変
更
増
量
と
な
り
、
今
年
の

か
ん
が
い
期
取
水
に
お
い
て
は
、
特
段
問

題
な
く
水
管
理
を
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
水
利

使
用
協
議
（
変
更
）
に
対
し
阿
賀
用
水
の

水
管
理
及
び
各
種
調
査
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

阿賀野川頭首工　日平均流入量

令和元年度　阿賀野川頭首工の取水状況（右岸農業）と雨量

阿賀用水
（阿賀用水右岸土地改良区連合記）

令和元年度 　用水状況
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加
治
川
と
内
の
倉
ダ
ム

 

4
月
は
上
旬
に
気
温
が
上
が
ら
ず
融
雪
出

水
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
4
月
19
日
に

内
の
倉
ダ
ム
常
時
満
水
位
に
到
達
す
る
状
況

で
あ
っ
た
。
中
旬
か
ら
は
気
温
も
上
昇
し
、

ま
た
降
雨
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
融
雪
出
水
が

進
み
早
期
に
融
雪
が
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
た
。

　

5
月
は
例
年
に
比
べ
降
雨
が
少
な
く
、
融

雪
に
よ
り
河
川
流
量
は
豊
富
で
、
代
掻
き
・

田
植
え
時
期
に
お
い
て
は
用
水
供
給
が
安
定

し
て
図
ら
れ
た
。
下
旬
に
は
融
雪
も
終
わ
っ

た
と
思
わ
れ
た
。

　

6
月
7
日
、
北
陸
地
方
は
梅
雨
入
と
な
り

梅
雨
ら
し
い
天
候
で
あ
っ
た
た
め
ダ
ム
常
時

満
水
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
10
日

か
ら
は
輪
番
制
取
水
を
開
始
し
た
。
18
日

に
は
震
度
6
強
の
山
形
県
沖
地
震
が
発

生
し
県
内
村
上
市
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
幸
い
に
も
内
の
倉
ダ
ム
、
加
治
川
第

1
・
第
2
頭
首
工
に
は
被
害
は
な
か
っ
た

が
、
ダ
ム
に
お
い
て
は
地
震
後
の
点
検
の

た
め
水
位
を
低
下
さ
せ
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
は
降
雨
に
よ
り
7
月
中
旬
に
は
常

時
満
水
位
ま
で
回
復
が
図
ら
れ
た
。

　

7
月
24
日
、
梅
雨
明
の
発
表
が
な
さ
れ
、

ま
た
梅
雨
明
け
後
の
降
雨
の
影
響
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
水
位
は
常
時
満
水
位

を
維
持
し
た
状
況
で
、
出
穂
期
を
向
か
え

た
。

　

8
月
に
入
る
と
国
営
事
業
に
よ
る
試
験

通
水
が
1
日
～
8
日
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の

間
に
お
い
て
は
輪
番
制
を
解
除
し
加
治
川

第
1
・
第
2
頭
首
工
で
計
画
的
に
取
水
が

実
施
さ
れ
た
。
試
験
通
水
後
は
輪
番
制
を

再
開
し
た
も
の
の
高
温
・
無
降
雨
が
続
き
、

ダ
ム
水
位
は
減
少
す
る
一
方
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
輪
番
制
の
中
で
の
節
水
対
策
を
実

施
、
ま
た
加
治
川
治
水
ダ
ム
か
ら
の
協
力

放
流
を
実
施
頂
き
ダ
ム
貯
水
位
の
温
存
を

図
っ
た
。

　

下
旬
に
は
稲
の
高
温
登
熟
に
よ
り
刈
取

り
時
期
が
早
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
8
月
31

日
を
も
っ
て
輪
番
制
取
水
を
解
除
し
、
9

月
10
日
の
か
ん
が
い
期
終
了
ま
で
は
関
係

土
地
改
良
区
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
ダ
ム

貯
水
量
等
を
勘
案
し
な
が
ら
可
能
な
限
り

各
管
内
の
用
水
需
要
に
応
じ
た
調
整
を
実

施
し
、
本
年
の
か
ん
が
い
期
を
終
了
し
た
。

　

お
わ
り
に
、
県
当
局
は
じ
め
関
係
機
関

並
び
に
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加治川第１頭首工

加治川用水
（加治川沿岸土地改良区連合記）

令和元年度 　用水状況
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農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るために
新発田市多面的機能支払制度広域協定

～令和２年度から２期対策（R2～R6）が始まります。～
○交付金の単価について変更ありません。
　・農地維持支払交付金　3,000 円 /10 ａ
　・資源向上支払（共同）交付金　1,800 円 /10a
  　　※ 全組織が取組み開始５年が経過し、交付単価は令和元年度から 2,400 円 /10a×75％であります。

　・資源向上支払（長寿命化）　4,400 円 /10a
　　　※ 長寿命化予算は交付金額の見通しが不透明です。

○制度内容について大きな変更はありません。

～２期対策から広域協定事務局経費が変更となります。～
現行：交付金 ×7.0％　→　２期：交付金 ×7.5%

※ 令和元年度新発田市多面的機能支払制度広域協定運営委員会で提案したとおり、
　 広域協定獣害対策費を計上するため 0.5％増となります。

広域協定獣害対策費とは
　獣害から農作物を守るため、山沿いの活動組織では、草刈りや江浚い等の維持管理経費
を割いて対策に取組んでいます。
　この獣害対策によって、近年増加しているイノシシなどから農作物被害の軽減、ひいて
は平場への被害拡大を食い止めている状況であり、獣害対策は山沿いだけの問題で無く、
平場も含めた市内全体の問題として捉えていく必要があります。
　広域協定の特徴を活かし互助の観点で、次期対策（令和２年度）から広域全体での獣害
対策費用として予算を計上することとします。

令和元年度新発田市多面的機能支払制度広域協定及び豊浦郷土地改良区管内の取組概要
（単位  　面積 :ha　交付金：千円）

項目
農地維持 資源向上（共同） 資源向上（長寿命化） 交付金

総額組織数 面積 交付金 組織数 面積 交付金 組織数 面積 交付金

広域協定 161 8,854 265,626 104 6,205 111,696 66 4,460 129,680 507,002

当土改管内 32 3,171 95,437 21 2,476 43,615 12 2,022 39,000 178,052
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農作業機付き農耕トラクターの公道走行について

Ｑ．「一定の条件」とはどのようなものですか？

詳しくは下記お問い合わせ先まで

Ａ．灯火器類、作業機の幅、最高速度、運転免許などの確認が必要となります。
　　詳しくはお近くの農機販売店や、地方運輸局、地方農政局、（一社）日本農
　　業機械工業会にご確認ください。

～作業機を直接装着・けん引したまま公道OK～～作業機を直接装着・けん引したまま公道OK～
　直装型作業機を装着した状態や農耕作業用トレーラをけん引した状態の農耕トラクター
が、一定の条件を満たした場合に公道走行が可能となりました。
　周囲の方々への安全を第一に、注意して走行してください。

・直接型作業機：けん引タイプではない、ロータリー、
　ハロー、直装式ブームスプレーヤ、播種機等のトラ
　クターに直接装着する作業機

・農耕作業用トレーラ：農耕トラクターのみにより
　けん引され、農地における肥料・薬剤等散布、耕
　うん、収穫等の農耕作業や農業機械等の運搬作業
　を行うために必要な構造を有する被けん引自動車

出典：国土交通省ＨＰ  https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000330.html
　　　農林水産省ＨＰ  https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html を一部加工
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“こんな時には必ず届出をしてください”
・農地中間管理事業により受委託をする場合
・組合員が亡くなられたり、住所、組合員名を変更する場合
・農業者年金受給のため経営移譲する場合
・農地を売買、交換、相続等する場合
・農地の地目変更（畑、宅地等に転用）、分筆又は合筆等、登記を変更した場合
・農地を公共事業や電力会社等により用地買収された場合
※土地改良区の台帳は、組合員からの異動届により変更されます。上記の手続きをしないと組合員資格、賦課令書等の名義や面積
が直らないまま処理されます。

※農業委員会や市役所（死亡届）への届出だけでは土地改良区の台帳は異動しません。
※令和 2年度賦課は令和 2年 3月 31 日までの届出が基礎となります。

届出用紙は土地改良区にありますので、認印をご持参の上、提出をお願いいたします。

　令和元年度分農業所得申告に係る、
豊浦郷土地改良区賦課金の控除額に
ついて、三悠乙見江地区圃場整備償
還金以外は全て賦課金領収書に記載
の金額が控除となります。
　控除額計算が必要な組合員の方に
は、別途お知らせいたします。

令和元年（平成31年）度分
農業所得控除額について
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員
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用水・排水の維持管理に係る事項は下記まで
ご連絡ください。

業務課管理係（維持管理担当）
豊浦郷水管理センター

（ＪＡ北越後豊浦支店様前）
ＴＥＬ：0254-23-8230
ＦＡＸ：なし

※ 総務課庶務係・会計係、業務課工事係（事業担当）
　 は従来どおり新発田市豊浦庁舎３階となります。

業務課管理係（維持管理担当）の連絡先について

国道 460 号

豊浦
郵便局様

豊浦郷
水管理
センター

JA 北越後
豊浦支店様

新発田市豊浦庁舎 3F

豊浦郷土地改良区
総務課・業務課工事係

豊浦
商工会様

ファミリーマート
新発田豊浦店様

県道豊浦笹岡線

（乙次交差点）

中浦駅 JR 羽越本線


